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諫早市

雲仙市 島原市

南島原市

現状：現道にてアクセス

防災対策現地視察

無人化施工技術実験

Good！
ココが
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未
曾
有
の
自
然
災
害
を
乗
り
越
え
て
き
た

ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
発
信
で
き
る

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
「
築
城
の
名
人
」と
し
て
名
高
い

松
倉
重
政
が
築
い
た
島
原
城
の
城
郭

と
ま
ち
並
み
は
、島
原
の
ま
ち
の
礎
と

な
り
、今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
島
原
の
乱
後
、江
戸
時
代
の
大
半
の

期
間
を
治
め
た
の
は
、三
河
国
深
溝（
愛

知
県
幸
田
町
）を
出
自
と
す
る
譜
代
の

松
平
氏
で
、島
原
藩
の
発
展
に
尽
力

し
ま
し
た
。

　
特
に
寛
文
９
年（
１
６
６
９
）丹
波
福

知
山（
京
都
府
福
知
山
市
）か
ら
移
封

さ
れ
た
松
平
忠
房
は
、今
日
の
島
原
半

島
の
産
業
や
文
化
の
基
礎
を
築
き
ま
し

た
。好
学
だ
っ
た
忠
房
が
蒐
集
し
た
蔵

書「
松
平
文
庫
」を
は
じ
め
、先
人
た
ち

が
築
い
た
産
業
や
文
化
は
大
切
に
継
承

さ
れ
、島
原
で
は
、今
も
そ
の
歴
史
や

功
績
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
寛
政
４
年（
１
７
９
２
）に
起
き
た

「
島
原
大
変
肥
後
迷
惑
」と
呼
ば
れ
る

火
山
災
害
で
窮
乏
し
た
藩
政
を
救
っ
た

産
業
、「
櫨
の
実
に
よ
る『
蝋
燭
作
り
』」

も
そ
の
１
つ
で
す
。

　
な
お
、大
分
県
豊
後
高
田
市
や
、

京
都
府
福
知
山
市
、愛
知
県
幸
田
町

と
は
、松
平
氏
を
介
し
た
縁
が
息
づ

い
て
い
ま
す
。

古
き
良
き
日
本
文
化
を

伝
え
受
け
継
ぐ
城
下
町

歴
史
・
文
化
の
振
興

本光寺山門

眉山の治山対策

島原市防災避難マップ

島原市自主防災会リーダー研修会

松平文庫の古典籍

伝
統
的
な
も
の
が
多
い
島
原
。

和
ろ
う
そ
く
も
人
気
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
！

島原木綿 和ろうそく 和ろうそく絵付け体験

精霊流し

子ども狂言

先踊り

ハード面・
ソフト面ともに
災害に強く！

389

整備後：島原道路がICに直結整備後：島原道路がICに直結整備後：島原道路がICに直結整備後：島原道路がICに直結

旧庁舎

市役所新庁舎完成予想図

　
近
年
、日
本
各
地
で
多
発
す
る
集
中
豪
雨
や
地
震
、火
山
活
動
な

ど
の
自
然
災
害
。平
成
28
年
、対
岸
で
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
お
い

て
も
、多
く
の
自
治
体
で
防
災
拠
点
と
な
る
べ
き
庁
舎
が
損
壊
す
る

と
い
う
事
態
が
発
生
し
、本
市
庁
舎
で
も
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
現
在
、庁
舎
の
建
替（
平
成
31
年
度
完
成
予
定
）を
進
め
て
い
ま
す

が
、災
害
に
強
い
防
災
拠
点
と
し
て
も
早
期
の
完
成
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、町
内
会
や
自
治
会
を
単
位
と
す
る
自
主
防
災
組
織
は
、平

成
３
年
に
起
き
た
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
災
害
を
機
に
、100
％
の
組
織
率

を
も
っ
て
結
成
さ
れ
、避
難
訓
練
や
消
火
訓
練
が
市
内
各
地
域
で
行

わ
れ
る
な
ど
、い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
に
備
え
、地
域

の
繋
が
り
を
基
盤
と
し
た
防
災
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。加
え
て
、Ｆ

Ｍ
放
送
を
利
用
し
た
防
災
ラ
ジ
オ
の
全
戸
配
付
や
、国
や
県
、警
察
、消

防
な
ど
と
合
同
で
行
う「
防
災
対
策
現
地
視
察
」な
ど
、島
原
市
で
は
、

市
民
と
市
、県
、国
ま
で一丸
と
な
っ
て
防
災
に
取
り
組
む
こ
と
で
、今
な

お
高
い
防
災
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

島原道路
地域高規格道路「島原道路」は、島原
半島と九州横断自動車道を結ぶ延長
約50㎞の自動車専用道路で、「県内
２時間交通圏の実現」「国道251号の
渋滞緩和」「災害時の避難道路」とし
て計画されたものです。道路の完成
により高速ICまでの所要時間短縮や
農業の活性化、交流人口の拡大、救急
医療体制の強化、渋滞の緩和が期待
されます。

出
平
IC（
仮
）

有
明
IC（
仮
）

瑞
穂
IC（
仮
）

中安徳IC
島原南IC

島原IC

島原外港IC

吾
妻
東
IC（
仮
）

吾
妻
西
IC（
仮
）

吾
妻
西
IC

小
船
越
IC

森
山
東
IC

森
山
IC（
仮
）

尾
崎
IC（
仮
） 愛

野
IC

諫
早
IC

長
野
IC

栗
面
IC

島原道路
建設促進大会

し
ゅ
う
し
ゅ
う ふ

こ
う
ず
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武家屋敷

旧島原藩薬園跡 島原城薪能 藩主松平家墓所（本光寺）

三十番神像（護国寺）


